
 

      

 

 

    

 

 

第３回体育会 無事、開催することができました 
  

第３回稲築西義務教育学校体育会を、５月１７日（土）に実施しました。前日や当日を

含め、天候に悩まされましたが、開式を３０分間遅らせることで開催することができまし

た。保護者の皆様には、当日の変更への対応や後片付けへの協力、生徒たちへの温かい応

援など、感謝申し上げます。また、地域の来賓の皆様にも生徒たちの頑張りを見ていただ

けて、嬉しく感じました。 

 今年度の体育会も、９年生を中心に全力で取り組み頑張ってくれました。その姿勢や思

いはしっかりと次の学年へと受け継がれていくと思います。子どもたちは、それぞれ運動が得

意な子もいれば苦手な子もいます。体育会に対する思いもそれぞれあるとは思いますが、それ

でもひとたび競技がスタートすると、どの子も自分の力を精一杯発揮しようとする姿が見られ

ました。学校行事の指導においては、めあてをもつこと、振り返りをしっかりと行うことを大

切にしています。一人ひとりの頑張りだけでなく、学級や学年の頑張りを価値付け、共有する

ことで、自分たちの成長を実感し、自尊感情の向上につながるようにしています。ぜひご家庭

でも、お子さんのこれまでの頑張りを認め、次の活動への意欲につながるようお声かけいただ

けると幸いです。 

さて、生徒の皆さんは、『体育会』を通して、どのようなことを学び、次の成長につなげ

るヒントを得ることができたでしょうか。何かにチャレンジしている人は、ふとしたことで

すり傷ができてしまうことがあります。今まで自分でやったことがないことですから、上手に

できないことのほうが多いからです。しかし、本人は気づきません。自分のやりたいことに夢

中になっていて、かまっている余裕がないからです。すり傷を作った後には成長がまっていま

す。新しいことにチャレンジをしている人は、どんどん成長している人です。夢中になれる瞬

間を過ごしていれば、すり傷をつくることもあります。しかし、その後に成長が待っているの

です。すり傷は、成長している証なのです。心にだって、傷はできます。人前で何か話をする

とき、緊張しますよね。それは、心に負担がかかって、傷ができているんです。苦しくて、逃

げ出したくなります。また、自分の心と誰かの心がすれちがうと、傷ができます。そうやって、

心に負担がかかる状況を経験し、夢中でやり遂げることで、心は強くなっていくのです。 

この体育会で、傷ができてしまうほど、夢中になれた人たち。夢中になれることは、すばら

しい。そして、その傷は決して無駄ではありません。成長には、必要なことなのです。 

卒業生の感想から、思い出深いものを一つ紹介します。 

 

一生懸命やる。そしたら、絶対まわりの人は、それに気づいてくれる。 

『周りの人たちも一生懸命やってくれるようになる』ということが分かっ

てきました。 

 

こうしたことを、さらりと書いてしまうのが、中学生です。実に尊い文章です。 

６月中旬は、期末考査です。１学期の考査（テスト）は、１回しかありません。気を引き締め

て、きつさから逃げないで、期末考査に全員でのぞみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の主な行事【後期課程】 
４日（水） 福岡県学力検査（７・８年） 実力診断テスト（９年生） 

７日（土） 総合体育大会（嘉麻・嘉穂・飯塚地区） 陸上・相撲 

１１日（水） 期末考査１日目（５校時授業） 

１２日（木） 期末考査２日目（５校時授業） 歯科検診 定時退校日 

１３日（金） 期末考査３日目  ⑥部活動壮行会 

１５日（日） 嘉麻市 PTA連合会スポーツ大会（嘉穂総合体育館） 

１９日（木） ７年生水泳授業（スイミングプラザなつき） 

２１日（土） 総合体育大会（嘉麻・嘉穂・飯塚地区） 野球 

２５日（水） 耳鼻科検診 

２６日（木） ７年生水泳授業（スイミングプラザなつき） 

２７日（金） ⑤⑥生徒総会 

２８日（土） 
 総合体育大会（嘉麻・嘉穂・飯塚地区） 

野球・卓球男子・柔道・ソフトテニス 

２９日（日） 
 総合体育大会（嘉麻・嘉穂・飯塚地区） 

卓球女子・ソフトテニス 

   ※９日（月），１１日（水）～１３日（金） 教育相談【全学年】 
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【後期（７～９年生）課程】 

文責  校 長  井上 剛 

～ありがとうをカタチに～ 

高校説明会（５月２２日・２３日の２日間）９年生と保護者対象 

 本校近隣の県立・私立高校（９校）から、先生方を招いて、 

各高校のよさやどんな生徒を求めているのかを、スライド等 

を用いて丁寧に説明していただきました。 

 それぞれの高校の特徴を知ることができ、有意義な時間と 

なりました。「行ける高校から行きたい高校を選択し、進路 

実現」を目指していきましょう。 
 

 


